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STAGE1 エンジンフードとステアリングホイール P.1

STAGE2 インストルメントパネルとドア・左 P.5

STAGE3 ダッシュボードとシフトレバー、運転席フロアプレート P.9
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エンジンフードと
ステアリングホイール
伝説の名車、フェラーリ250GTOの8分の1 スケールモデルカーは、エンジンフードと
ステアリングホイールから組み立て始める。フードに左右のエアスクープなどを組み合
わせ、ステアリングホイールにステアリングコラムを接続しよう。

パーツリスト
1-1 エンジンフード
1-2 フードヒンジ・右
1-3 フードヒンジ・左
1-4 フードエアスクープ・左右

1-5 ステアリングホイール
1-6 ステアリングコラム
1-7 プラスドライバー（1番）

ネジ類
ネジA（M1.7×3㎜）×5（1本は予備）

ネジC（Ｍ2.3×4㎜）×2（1本は予備）

ネジA×5

ネジC×2

1-1

1-2 1-41-3

1-5

1-6 1-7

フロント側

リア側

　　　 ●ネジは穴に対して真っ直ぐに当てて締め込む。斜めに締めると、途中で締められなくなる場合がある。●金属製パーツのネジを締める際、途中で硬くなったらネジを緩め、削れて出たカスを取り除
くと締めやすくなる。●ネジを締めにくい場合は、あらかじめ各パーツにネジを締めるかタップすることにより、ネジの溝を作っておくとよい。●ネジの先端に市販のミシンオイルなどを少量付けると締めやすく
なるので試してみよう。●プラスチック製パーツにネジを締める場合は、締め過ぎるとパーツが割れたり、ネジの溝が崩れて締まらなくなる場合がある。パーツ同士がある程度固定されたら、締めるのをやめる。
●パーツが外れやすい場合は、酢酸ビニル系か合成ゴム系の接着剤を使うとよい。瞬間接着剤は、乾燥すると周囲が白くなる（白化する）ことがあるので注意しよう。

ヒント

1

STAGE1



1-1（エンジンフード）の裏面、フロント側に1-2（フードヒン
ジ・右）と1-3（フードヒンジ・左）を設置する。写真を確認
し、左右のヒンジを間違えないようにしよう。

1-1（エンジンフード）
の写真の位置に 1-3

（フードヒンジ・左）
を当て、2本のネジA
を 1-7（プラスドライ
バー・1番）で締めて
固定する。

同様に、1-1（エンジンフード）の反対側
に1-2（フードヒンジ・右）を当て、2本
のネジAを締めて固定する。

ネジがしっかりと締められ、左右のヒ
ンジがぐらつくことなく取り付けられて
いることを確認する。

/01

/03

/04

/02
フロント側

ネジ穴×2

ネジ穴×2

リア側
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STAGE1



1-1（エンジンフード）のリア左側に、左
側用のフードエアスクープを組み合わ
せる。フードエアスクープの裏面の3カ
所の突起（A、B、C）をエンジンフード
の対応する穴に合わせて当て、奥まで
差し込もう。

1-4（フードエアスクープ・左右）にはL
とRの刻印がある。L（Left）が左側用、R

（Right）が右側用。間違えないよう、
まずは左側用のものだけを外す。継ぎ
目（赤破線）に突起が残らないよう、カッ
ターナイフやニッパーなどで切って外そ
う。

/05

/06

AA

AA

BB

BB

CC
CC

左右を間違えないよ
う、まずは左側のも
のだけを外す。

細かなパーツの組み立て
にはピンセットがあると便
利。ただし、傷付けない
ように注意しよう。

裏返した状態（突起
を上に向けた状態）。

リア側
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STAGE1 の完成
これで第 1 号の組み立ては終了。
フェラーリ250GTO の 8 分の 1 ス
ケールモデルカーのエンジンフード
とステアリングホイールが完成した。

同様に、右側用のフードエアスクープ
を外し、1-1（エンジンフード）のリア右
側に組み合わせる。

/07

次に、ステアリングホイールを組み立て
る。1-5（ステアリングホイール）と1-6（ス
テアリングコラム）を用意しよう。互いの
端には、同じ形状のタブがある（矢印）。

/08

1-5（ステアリングホイール）と1-6（ステア
リングコラム）の端のタブをかみ合わせ、
穴にネジCを締めて固定する。

/09
組み立てや保管の際には、
ケーブルを傷めないように
注意。

注意
ステアリングホイールの付け根は、
破損しやすいので保管や組み立
ての際には充分に注意。
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ネジB×3

ネジC×4

2-1

2-4

2-3

2-5 2-7

2-8

2-2

2-6
フロント側

リア側
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インストルメントパネルと
ドア・左
フェラーリ250GTOのインストルメントパネルと運転席側のドアを組み立て始め
る。細かなパーツや透明なパーツは、紛失しないよう丁寧に扱おう。

パーツリスト
2-1 インストルメントクラスター
2-2 インストルメントレンズ・大
2-3 インストルメントレンズ・小×5
2-4 インストルメントパネル

2-5 インストルメントリング
2-6 ドア・左
2-7 インナードアフレーム・左
2-8 ドアオープナー・左

ネジ類
ネジＢ（P2.3×5mm）×3（1本は予備）

ネジC（Ｍ2.3×4mm）×4（1本は予備）

　　　 ●ネジは穴に対して真っ直ぐに当てて締め込む。斜めに締めると、途中で締められなくなる場合がある。●金属製パーツのネジを締める際、途中で硬くなったらネジを緩め、削れて出たカスを取り除
くと締めやすくなる。●ネジを締めにくい場合は、あらかじめ各パーツにネジを締めるかタップすることにより、ネジの溝を作っておくとよい。●ネジの先端に市販のミシンオイルなどを少量付けると締めやすく
なるので試してみよう。●プラスチック製パーツにネジを締める場合は、締め過ぎるとパーツが割れたり、ネジの溝が崩れて締まらなくなる場合がある。パーツ同士がある程度固定されたら、締めるのをやめる。
●パーツが外れやすい場合は、酢酸ビニル系か合成ゴム系の接着剤を使うとよい。瞬間接着剤は、乾燥すると周囲が白くなる（白化する）ことがあるので注意しよう。

ヒント

STAGE2



2-1（インストルメントクラスター）の内側に、2-5（イン
ストルメントリング）を組み合わせる。穴の位置を合わ
せ、2-5をはめ込もう。

01 のブロックの 2-5（インストルメン
トリング）の小さな穴に1 枚ずつ、2-3

（インストルメントレンズ・小）を軽く
はめ込む。

2-3（インストルメントレンズ・小）
を奥まで（縁にぶつかるまで）差し込
む。強く押し込み過ぎると、反対側
の面にはみ出すので注意しよう。

2-3（インストルメントレ
ンズ・小）の両面には、
保護用のフィルムが貼ら
れている（片面は色付き、
反対面は透明フィルム）。
フィルムをはがしてから
組み立てよう。

/01

/03

/04

/02

レンズに指紋や汚れが付
いた場合は、柔らかい布
などで拭いて取り除く。

片面は色付きフィルム。は
がしにくい場合は、セロハ
ンテープなどに貼るとよい。

ピンセットを使う場合は、
傷を付けないように十分
に注意。

反対面の透明フィルムもはがす。

レンズが傾かないように
軽くはめ込む。

レンズに傷が付かないよう、竹串の柄な
どで押し込むとよい。レンズが傾かない
よう、均等に押し込んでいくのがコツ。
押し込みにくい場合は、2-5を外してレ
ンズをセットするとよい。
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STAGE2



2-4（インストルメントパネル）がずれないよう
に押さえながら、写真の 2カ所にネジ Bを締め
て固定する。

02と同じ要領で2-2（インストルメントレンズ・大）の保
護用のフィルムをはがし、インストルメントパネルの外
側の面からはめ込む。

04のブロックに、2-4（インストルメン
トパネル）を組み合わせる。

/05 /06

/07

2-6（ドア・左）の内側の面に、2-7（イン
ナードアフレーム・左）を組み合わせる。
写真の3カ所のネジ穴を合わせよう。

/08

7



STAGE2 の完成
これで組み立ては終了。運転席側
のドアとインストルメントパネルのブ
ロックが出来上がった。第1号で組
み立てたブロックを含め、傷が付い
たりしないよう、大切に保管しておこ
う。

2-6（ドア・左）の外側の面の穴に、
2-8（ドアオープナー・左）の突起を
差し込む。

写真の3カ所にネジCを締めて固定
する。

/10

/09

ここでは、ドアハンドル
をフロント側に向けておく

（実車では、ハンドルの
向きが異なるものもある）。

8

ネジ締めが硬い場合には、あらかじめネジCでネジの溝を
作っておくとよい。※Φ2.3mmタップを推奨

ヒント



ネジB×3

ネジC×2

3-1

3-2

3-3
3-4

3-5

3-6
3-7

3-8

　　　 ●ネジは穴に対して真っ直ぐに当てて締め込む。斜めに締めると、途中で締められなくなる場合がある。●金属製パーツのネジを締める際、途中で硬くなったらネジを緩め、削れて出たカスを取り除
くと締めやすくなる。●ネジを締めにくい場合は、あらかじめ各パーツにネジを締めるかタップすることにより、ネジの溝を作っておくとよい。●ネジの先端に市販のミシンオイルなどを少量付けると締めやすく
なるので試してみよう。●プラスチック製パーツにネジを締める場合は、締め過ぎるとパーツが割れたり、ネジの溝が崩れて締まらなくなる場合がある。パーツ同士がある程度固定されたら、締めるのをやめる。
●パーツが外れやすい場合は、酢酸ビニル系か合成ゴム系の接着剤を使うとよい。瞬間接着剤は、乾燥すると周囲が白くなる（白化する）ことがあるので注意しよう。

ヒント

9

ダッシュボードとシフトレバー、
運転席フロアプレート

インストルメントパネルをダッシュボードに組み合わせる。また、ギアボックスにシフトレバー
を取り付け、フロアパネルにシートレールなどを組み合わせる。

パーツリスト
3-1 ダッシュボード
3-2 ギアボックス・左
3-3 シフトレバー
3-4 フロアパネル・フロント

3-5 運転席フロアプレート
3-6 シートレール・A
3-7 シートレール・B
3-8 シートアジャストレバー

ネジ類
ネジＢ（P2.3×5mm）×3（1本は予備）

ネジC（Ｍ2.3×4mm）×2（1本は予備）

フロント側

リア側

STAGE3



3-1（ダッシュボード）に STAGE2 で組み立てたインストルメン
トパネルを写真のように当て、2カ所にネジBを締めて固定
する。

/01

次に、ギアボックスにシフトレバーを取り
付ける。3-2（ギアボックス・左）の内側に、
写真のように3-3（シフトレバー）を当て、
ネジCを締めて固定しよう。

/02

3-5（運転席フロアプレート）の片面に
は、保護用のフィルムが貼られている。
まず、このフィルムをはがす。

/03

3-5（運転席フロアプレート）の反対側の
面の両面テープの剥離紙をはがしてか
ら、3-4（フロアパネル・フロント）に設
置する。3-4のへこみに合わせて3-5を
貼り付けよう。

/04

裏面の両面テープの
剥離紙をはがしてから
貼り付ける。

ピンセットを使う場合は、
傷を付けないように十分
に注意。
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STAGE3



3-7（シートレール・B）の穴に、3-8
（シートアジャストレバー）の突起を
差し込む。

3-6（シートレール・A）と3-7（シートレール・B）は、間違
えないように注意。穴がある方が3-7。 /06

/05

同様に、3-7（シートレール・B）を設置
する。各突起を写真の位置の穴に差し
込もう。

/08

フロアパネルに3-6（シートレール・A）
を設置する。3-6の突起を写真の位置
の穴に差し込もう。

/07

この突起がぶつかる
まで差し込む。

この造形を目安に向
きに注意。

3-8の端もフロアパネ
ルの穴に差し込む。

3-6

3-7
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STAGE3 の完成
これで組み立ては終了。各ブロック
とも、傷が付いたりしないよう大切
に保管しておこう。

3-5 に指紋や汚れなどが付いた場合は、
柔らかい布などで拭いて取り除く。
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ネジC×4

4-1

4-2

4-4

4-5

4-9
4-8

4-6

4-7

4-3

　　　 ●ネジは穴に対して真っ直ぐに当てて締め込む。斜めに締めると、途中で締められなくなる場合がある。●金属製パーツのネジを締める際、途中で硬くなったらネジを緩め、削れて出たカスを取り除
くと締めやすくなる。●ネジを締めにくい場合は、あらかじめ各パーツにネジを締めるかタップすることにより、ネジの溝を作っておくとよい。●ネジの先端に市販のミシンオイルなどを少量付けると締めやすく
なるので試してみよう。●プラスチック製パーツにネジを締める場合は、締め過ぎるとパーツが割れたり、ネジの溝が崩れて締まらなくなる場合がある。パーツ同士がある程度固定されたら、締めるのをやめる。
●パーツが外れやすい場合は、酢酸ビニル系か合成ゴム系の接着剤を使うとよい。瞬間接着剤は、乾燥すると周囲が白くなる（白化する）ことがあるので注意しよう。

ヒント
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助手席フロアプレート、
クラッチボックスとギアボックス
フロアパネルに助手席側のシートレールなどを組み合わせる。また、クラッチボックスを組
み立て、ギアボックスと組み合わせる。

パーツリスト
4-1 助手席フロアプレート
4-2 シートレール・A
4-3 シートレール・B
4-4  シートアジャストレバー

4-5 ギアボックス・右
4-6 ギアボックスサイドパネル
4-7 クラッチボックス
4-8 クラッチボックスフランジ

4-9 クラッチボックスアンダー 
 パネル
 
ネジ類
ネジC（M2.3×4mm）×4（1本は予備）

STAGE4



同様に、4-3（シートレール・B）を設置
する。各突起を写真の位置の穴に差し
込もう。

4-2（シートレール・A）と4-3（シートレール・B）は、間違
えないように注意。穴がある方が4-3。

/01

4-1（助手席フロアプレート）の保護用の
フィルムと反対側の面の両面テープの剥
離紙をはがしてから、 STAGE3 で組み立て
たフロアパネルに設置する。フロアパネル
のへこみに合わせて4-1を貼り付けよう。

/03

/05

フロアパネルに4-2（シートレール・A）を設置する。4-2の
突起を写真の位置の穴に差し込もう。

/04

4-3（シートレール・B）の穴に、4-4（シートアジャストレ
バー）の突起を差し込む。

/02
この突起がぶつかる
まで差し込む。

保護用のフィルムを
はがす。

裏面の両面テープの剥離紙を
はがしてから貼り付ける。
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4-2

4-3

STAGE4



4-7（クラッチボックス）に4-8（クラッチ
ボックスフランジ）を、写真のように組
み合わせる。黄色い丸で示した4-8の
切り欠きの向きに注意しよう。

/06

06のブロックを裏返し、開口部に4-9（ク
ラッチボックスアンダーパネル）を組み合
わせる。4-9の片側、黄色い丸で示したツ
メは、4-8（クラッチボックスフランジ）の切
り欠きにかみ合わせる。

/07

4-9（クラッチボックスアンダーパネル）の反
対側は、写真のようにクラッチボックスのへ
こみに合わせる。

/08

STAGE3 で組み立てたギアボックス・左に
4-5（ギアボックス・右）を写真のように組
み合わせ、ネジCを締めて固定する。

/09

ツメを4-8 の切り欠き
にかみ合わせる。
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STAGE4 の完成
これで組み立ては終了。フロント側
のフロアパネルに助手席側のシート
レールなどが加わり、ギアボックス
にクラッチボックスが組み合わされ
た。両ブロックとも、傷が付いたり
しないよう大切に保管しておこう。

クラッチボックスの矢印部分の
穴に、ネジCを1本ずつ締めて
固定する。

ギアボックスとクラッチボックスを組み合わせる。ク
ラッチボックスの穴にギアボックスの突起を奥まで
差し込もう。

/11

/10

最後に、ギアボックスの左側面に4-6（ギアボックスサイドパ
ネル）を取り付ける。4-6の突起を穴の奥まで差し込もう。

/12
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